



























































































































































































どの 3 項目，尺度全体では 12 項目からなる。全て
の項目は，Table 1 及び APPENDIX に示してある。
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　まずフェイズ 1～4 を構成する全 12 項目につい




子間相関行列を Table 1 に示す。フェイズ 1 と
フェイズ 2 は比較的明確な因子を形成したが，









1 尺度では男性 13.60，女性 12.23，フェイズ 2 尺
度では男性 15.87，女性 16.05，フェイズ 3 尺度で
は男性 8.87，女性 11.07，フェイズ 4 尺度では男
性 7.93，女性 8.50 となった。それぞれ t 検定を









フェイズ 2 尺度の間と，フェイズ 3，フェイズ 4
Table 1　恋愛進展崩壊尺度の因子分析結果と因子間相関【研究 1】
フェイズ 1 2 3
1 1 相手のすべてがいとおしくて欠点は見えない －0.061  0.285  0.391 
2 相手の欠点もチャームポイントの一つであり愛おしい －0.089  0.319  0.510 
3 相手には欠点もあるが，そんな欠点は全く問題ではない 0.075  0.095  0.854 
2 1 相手には欠点もあるが，他にもいい点がたくさんあるので許してあげる －0.034  0.776  0.104 
2 相手の欠点が目につくことがあるが，許してあげなくちゃと思う 0.132  0.564  0.070 
3 相手には欠点があるが人間誰にでも欠点があるので，それはしょうがない －0.124  0.423  0.293 
3 1 つきあいを続けていくためには相手の欠点を何とかしてもらいたい 0.497  0.111  －0.295 
2 相手の欠点が目についてイライラさせられることが多い 0.574  0.105  －0.401 
3 相手の欠点についてどうにかしろと注文をつけることが多い 0.706  0.160  －0.208 
4 1 昔は相手の欠点と思わなかったことが，いまでは欠点だと思うようになった。 0.784  0.079  0.062 
2 相手のちょっとしたしぐさや行動にイライラすることがある 0.782  －0.060  0.110 
3 普通なら欠点と思えないことまで，相手の欠点に思えてしまうことがある。 0.758  －0.304  0.284 
因子間相関 1 －0.244  －0.446 
2 0.317 
3
Table 2　各フェイズ尺度ごとの平均， 標準偏差， α係数
平均値 標準偏差 α係数
フェイズ 1 12.52 3.63 0.747
フェイズ 2 16.01 2.93 0.676
フェイズ 3 10.61 3.80 0.812
フェイズ 4  8.38 4.13 0.797
101恋愛進展崩壊フェイズ尺度の開発とデートバイオレンスとの関連 
尺度の間にはそれぞれ高い相関が見られた。ま






























果，フェイズ 1 は 6 名（8.4％），フェイズ 2 は 52
名（73.2％），フェイズ 3 は 9 名（12.7％），フェ















フェイズ１ フェイズ２ フェイズ３ フェイズ４ 親密性 情熱性 コミットメント
フェイズ１ 1 .474** －.407** －.263* .433** .279* .197
フェイズ２   1 －.235* －.223 .142 .430** .301*
フェイズ３   1 .626** －.119 .062 －.065
フェイズ４ 1 －.221 －.080 －.175




フェイズ 1 フェイズ 2 フェイズ 3 フェイズ 4
親密性 8.50 7.50 7.11 6.00
情熱性 4.50 5.67 5.00 4.50
コミットメント 6.00 6.44 6.33 3.50
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試みた。その結果，α係数で測定した信頼性はほ
どほどに高い 4 つの尺度が構成された。ただし，
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結果，固有値 1.0 の基準で 3 つの因子が抽出され
た。プロマックス回転後のパターン行列と因子間
相関を Table 5 に示す。第 1 因子は，フェイズ 3, 
4 の項目が含まれ，第 2 因子はフェイズ 1, 2 の項
目のうち，1 番目の項目をのぞく 5 項目が含まれ
た。第 3 因子は，フェイズ 1 の第 1 因子のみが含
まれた。全体的に，フェイズ 1 とフェイズ 2，






ソンの相関係数を Table 7 に示した。【研究 1】
と同様，フェイズ 1 尺度とフェイズ 2 尺度，フェ
イズ 3 尺度とフェイズ 4 尺度は高い相関があり，
それ以外の組み合わせでは，相関は相対的に低
かった。これは，第 1，第 2 フェイズと第 3，第
4 尺度が同じクラスターを形成していることを示
Table 5　恋愛進展崩壊尺度の因子分析結果と因子間相関【研究 2】
フェイズ 1 2 3
1 1 相手のすべてがいとおしくて欠点は見えない 0.072  －0.026  0.793 
2 相手の欠点もチャームポイントの一つであり愛おしい －0.053  0.556  0.325 
3 相手には欠点もあるが，そんな欠点は全く問題ではない －0.168  0.566  0.317 
2 1 相手には欠点もあるが，他にもいい点がたくさんあるので許してあげる 0.035  0.811  －0.050 
2 相手の欠点が目につくことがあるが，許してあげなくちゃと思う 0.307  0.580  0.006 
3 相手には欠点があるが人間誰にでも欠点があるので，それはしょうがない －0.062  0.797  －0.211 
3 1 つきあいを続けていくためには相手の欠点を何とかしてもらいたい 0.683  0.145  －0.200 
2 相手の欠点が目についてイライラさせられることが多い 0.849  －0.003  －0.078 





2 相手のちょっとしたしぐさや行動にイライラすることがある 0.775  0.046  －0.096 
3 普通なら欠点と思えないことまで，相手の欠点に思えてしまうことがある。 0.768  －0.135  0.253 





フェイズ 1 11.75 3.50 0.692
フェイズ 2 13.58 3.50 0.747
フェイズ 3 10.50 3.86 0.817




1 2 3 4
フェイズ１ 1 .477** －.127** －.066* .496** .318**
フェイズ２ 1 .129** .101** .404** .514**
フェイズ３ 1 .792** －.019 －.139**
フェイズ４ 1 －.028 －.203**
愛　情 1 .691**
友　情 1
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している。前者は恋愛進展フェイズ，後者は恋愛
崩壊フェイズを大まかに示していると思われる。
























フェイズ 1 .329** .172**
フェイズ 2 .311** .228**
フェイズ 3 －.263** －.086**


























1 2 3 4
用もないのに電話する 0.075  0.131  0.044  0.032 
用のないのに LINE する 0.038  0.151  0.011  －0.035 
悩み事を相談する 0.076  0.186  －0.059  －0.109 
プレゼント 0.060  0.204  －0.079  －0.141 
二人きりでデート 0.055  0.216  －0.063  －0.120 
二人でお酒を飲みに行く －0.011  0.094  －0.026  －0.053 
日帰り旅行 0.025  0.148  －0.012  －0.074 
家族に話す 0.108  0.204  －0.055  0.113 
時々言い争う －0.104  0.131  0.195  0.115 
相手の家に泊まる 0.033  0.096  0.000  －0.031 
相手を家に泊める 0.071  0.113  －0.001  －0.019 
友人に紹介する 0.050  0.191  0.003  －0.068 
だいたいいつも一緒にいる 0.097  0.123  0.079  0.025 
泊まりがけの旅行に行く －0.007  0.194  －0.018  －0.064 
家族に紹介 0.061  0.147  －0.017  －0.074 
別れ話をする －0.155  0.098  0.172  0.099 
結婚話をする 0.045  0.206  0.002  －0.063 
結婚を真剣に考える 0.145  0.192  0.036  －0.075 














は 133 名（13.3％）， フェイズ 2 は 481 名（48.1％），







分 散 分 析 の 結 果， 愛 情 尺 度［F （3,996）=31.85, 
p<.01］，友情尺度［F （3,996=98.65, p<.01］とも
フェイズの主効果が有意となった。多重比較の結
果，愛情尺度では，フェイズ 1 とフェイズ 2 の間












































フェイズ 1 43.11（12.18） 27.86（7.33）
フェイズ 2 41.42（10.22） 29.12（5.11）
フェイズ 3  34.17（ 9.96） 23.55（6.56）
フェイズ 4 35.95（10.40） 21.80（5.94）
Table 12　 フェイズごとの幸せ度， 相手の幸せ度推定値
幸せ度 相手の幸せ度推定
フェイズ 1 5.76（1.13） 5.38（1.17）
フェイズ 2  5.45（1.13） 5.21（1.07）
フェイズ 3  4.63（1.22） 4.89（1.09）
フェイズ 4 4.56（1.21） 4.58（1.12）
















イズ 1 は 200 名（20.0％），フェイズ 2 は 245 名
（24.5％），フェイズ 3 は 187 名（18.7％），フェイ



























1 114 0 3 16 133
2 86 245 43 107 481
3 0 0 141 0 141
4 0 0 0 245 245




1 2 3 4
用もないのに電話する 40.6  37.4  33.3  26.5  *
用のないのに LINE する 57.9  57.2  46.8  35.1  **
悩み事を相談する 51.9  54.3  39.7  29.8  **
プレゼント 60.2  67.4  47.5  37.6  **
二人きりでデート 83.5  86.9  71.6  58.4  **
二人でお酒を飲みに行く 36.8  43.5  36.3  32.7  *
日帰り旅行 54.9  55.5  55.3  31.0  **
家族に話す 42.1  41.8  29.1  20.0  **
時々言い争う 18.8  31.2  41.1  25.7  **
相手の家に泊まる 40.6  37.8  34.0  27.2  *
相手を家に泊める 33.8  31.2  29.8  26.9  n.s.
友人に紹介する 40.6  41.8  30.5  20.8  **
だいたいいつも一緒にいる 33.8  27.4  31.9  21.6  *
泊まりがけの旅行に行く 41.4  50.7  41.1  26.9  **
家族に紹介 27.8  29.7  24.1  16.3  **
別れ話をする 11.3  21.4  34.8  15.5  **
結婚話をする 40.6  43.7  36.2  19.6  **
結婚を真剣に考える 31.6  26.6  20.6  10.6  **

















になることが示された。ただし，フェイズ 1 と 2









Table 15　 各フェイズごとの愛情，友情尺度の 
平均得点と標準偏差
愛情尺度 友情尺度
フェイズ 1 44.08（11.16） 29.53（6.13）
フェイズ 2 41.69（10.38） 30.44（3.98）
フェイズ 3  36.15（10.72） 24.50（6.52）
フェイズ 4 36.66（10.15） 22.92（6.19）
Table 16　 フェイズごとの幸せ度，相手の幸せ度 
推定値
幸せ度 相手の幸せ度推定
フェイズ 1 5.82（1.06） 5.43（1.05）
フェイズ 2 5.64（1.04） 5.36（1.02）
フェイズ 3 4.74（1.20） 4.92（1.12）




1 2 3 4
用もないのに電話する 38.5  39.6  36.4  28.3  *
用のないのに LINE する 61.0  59.2  49.7  39.1  **
悩み事を相談する 54.5  61.2  43.3  32.3  **
プレゼント 65.0  72.2  52.4  42.9  **
二人きりでデート 87.0  91.0  75.9  63.6  **
二人でお酒を飲みに行く 39.5  47.8  38.5  32.9  **
日帰り旅行 55.0  60.4  55.1  36.1  **
家族に話す 46.5  46.1  33.2  21.5  **
時々言い争う 22.5  34.3  39.6  25.3  **
相手の家に泊まる 39.5  39.6  36.4  29.1  *
相手を家に泊める 34.0  35.9  29.9  24.7  *
友人に紹介する 42.0  28.2  34.2  22.6  **
だいたいいつも一緒にいる 36.0  28.6  31.6  20.1  **
泊まりがけの旅行に行く 44.5  56.3  44.4  30.7  **
家族に紹介 31.0  33.9  26.2  16.3  **
別れ話をする 12.0  25.7  32.6  15.5  **
結婚話をする 44.0  48.2  39.6  22.6  **
結婚を真剣に考える 33.5  30.6  20.9  12.0  **
婚約する 10.0  10.2  8.6  3.3  **
































1 156 0 0 0 156
2 36 245 9 29 319
3 7 0 178 0 185
4 1 0 0 339 340







2 と恋愛崩壊過程を測定するフェイズ 3, 4 は明確
に分離するものの，フェイズ 1 と 2 の間，フェイ






















































































1 2 3 4
身体的暴力 －0.046 －0.167 0.223  0.258 
間接的暴力 －0.094 －0.129 0.227  0.228 
支配監視 －0.098 －0.097 0.258  0.272 
言語的暴力 －0.122 －0.098 0.232  0.247 
性的暴力 －0.082 －0.146 0.183  0.242 
経済的暴力 －0.107 －0.120 0.202  0.212 








1 2 3 4
身体的暴力 5.69  5.40  7.36  8.10  **
間接的暴力 5.88  6.01  7.89  7.96  **
支配監視 6.39  6.61  8.50  8.68  **
言語的暴力 6.06  6.52  8.16  8.55  **
性的暴力 5.98  5.98  7.35  8.07  **
経済的暴力 5.70  6.17  7.58  8.01  **
つきまとい 5.60  5.37  7.12  8.08  **
　**p<.01
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＊各フェイズ得点を合計し，フェイズ 2 尺度得点から 2，フェイズ 1 尺度得点から 1 を引いたあと，
最も得点の高いのが回答者の恋愛進展・崩壊フェイズである（簡便法）
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The Relationship Between The Process of Love and Dating Violence
  Development and Analysis of the Revised Version of  
    the Dating Violence/Harassment Scale （6）
Ｋｅｉｔａ OCHI
Abstract
  This study investigated the relationship between the process of love development/collapse and 
dating violence/harassment. First, dating phase scale with some degree of reliability and validity was 
constructed to measure how the couple has the love relationship now. Next the correlation between 
the scores on this scale and the revised version of the dating violence/harassment scale was calculat-
ed. The results showed that  love development phase dose not  lead to dating violence/harassment, 
but collapse phase lead to these phenomena.
Keywords ： romantic relationship; love; collapse of love; love development; dating harassment
